
と
も
に
生
き
、
と
も
に
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む
ま
ち

歴
史
と
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が
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の
中
に
息
づ
く
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成
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て
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―
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●�

安
心
の
子
育
て
と
健
康
の
ま
ち
づ

く
り

　

•
四
種
混
合
予
防
接
種
の
助
成

　

•
一
般
不
妊
・
不
育
治
療
費
の
助
成

　

•
未
熟
児
養
育
医
療
費
の
助
成

　

•
未
熟
児
訪
問
の
実
施

　

•
育
成
医
療
費
の
給
付

　

•�
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査

●
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

　
•
�

30
人
学
級
の
拡
大
（
小
学
１
年
生

～
５
年
生
、
中
学
１
年
生
～
２
年

生
）

　

•�
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
照
明
設
備
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
取
り
組
み

　

•
中
央
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

　

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
３
）

平
成
25
年
度
予
算
は
、

健康で将来に夢や希望が持てるように
～たいせつなまちの仕事が決まりました～

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
額

　

８
２
億
７
千
万
円
（
対
前
年
比
0.2
％
増
）

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
む
、

 

斑
鳩
町
の
平
成
25
年
度
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
に

生
き
生
き
と
く
ら
せ
る

愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と

斑
鳩
を
実
現
す
る
た
め
、

●
安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

•
自
主
防
災
組
織
の
支
援

　

•�
自
治
会
防
犯
灯（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）設
置
へ
の

助
成
の
充
実

　

•
防
犯
灯
管
理
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化

●
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

•
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

　

•
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
推
進

　

•
公
共
下
水
道
の
推
進

●
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

•
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
と
安
心
を
図

り
、「
愛
す
べ
き
ふ
る
さ
と
斑
鳩
」
を
未

来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
第
４
次
斑

鳩
町
総
合
計
画
の
実
現
と
、「
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
向
け
て
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成25年度　予算
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•�
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
予
定
の
史
跡
中

宮
寺
跡
に
つ
い
て
、
史
跡
整
備
の
た
め

の
実
施
設
計
と
一
部
造
成
工
事
を
お
こ

な
い
ま
す
。　
　
（
１
，
６
０
０
万
円
）

•�
小
田
原
市
と
の
文
化
交
流
を
深
め
る
た

め
、
斑
鳩
町
民
が
小
田
原
市
の
「
史
跡

小
田
原
城
跡
」
な
ど
を
巡
り
、
歴
史
や

文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
を

創
出
し
ま
す
。　
　
　

 

（
２
９
万
円
）

•�
中
央
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た

め
、
研
修
棟
空
調
設
備
の
改
修
を
お
こ

な
い
ま
す
。 

　
（
４
，
０
０
０
万
円
）

•�
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
、
教
科

指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成

25
年
度
か
ら
、
30
人
学
級
の
対
象
を
小

学
１
年
生
か
ら
小
学
５
年
生
ま
で
拡
大

し
、
学
校
図
書
館
司
書
を
小
学
校
で
１

人
、
中
学
校
で
１
人
配
置
し
ま
す
。

　
（
６
，
０
３
８
万
円
）

•�
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施
設
整
備
を
す

す
め
る
た
め
、
小
・
中
学
校
照
明
設
備

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
２
２
０
万
円
）

•�
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
20
周
年
を

迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、（
仮
称
）斑
鳩・

姫
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
３
４
５
万
円
）

•�
生
後
３
か
月
か
ら
90
か
月
未
満
ま
で
の

乳
幼
児
を
対
象
に
、
ポ
リ
オ
、
お
よ
び

四
種
混
合
の
予
防
接
種
を
お
こ
な
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
１
，
１
４
９
万
円
）

•�
一
般
不
妊
治
療
や
不
育
治
療
を
受
け
る

夫
婦
に
対
し
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。　
　
（
７
０
万
円
）

•�
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、
未
熟
児

が
入
院
治
療
に
要
す
る
医
療
費
の
一
部

を
助
成
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
指
導
を

お
こ
な
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
身
体
に
障

害
等
が
あ
る
児
童
が
そ
の
治
療
に
要
す

る
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
２
万
円
）

•�
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
な
ど
の
関
連

３
法
の
成
立
に
伴
い
、新
制
度
の
給
付
、

事
業
の
需
要
見
込
額
、
提
供
体
制
の
確

保
の
内
容
、
実
施
時
期
等
を
記
載
し
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
お
こ

な
い
ま
す
。　
　
　
　
（
２
７
２
万
円
）

•�
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
，
９
７
０
万
円
）

•�
妊
娠
中
の
健
康
管
理
お
よ
び
胎
児
の
健

や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
、
妊
婦
一
般

健
康
診
査
費
用
の
15
回
ま
で
の
助
成

や
、
非
課
税
世
帯
の
妊
娠
判
定
費
用
の

助
成
、
妊
婦
の
歯
周
疾
患
検
診
を
お
こ

な
い
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。　　
（
２
，２
０
７
万
円
）

文
化
の
香
り
高
く

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

～
人
づ
く
り
と
文
化
の
振
興
～

す
こ
や
か
に
生
き
生
き

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

～
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実
～

22

11
平成25年度　予算

▲�協定締結１周年を記念して開催された
　「小田原北条氏五代　100年の興亡」

▲大好評のこども考古学教室

▲親子料理教室

▲100歳長寿表敬訪問
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平成25年度　予算

•�
訪
れ
る
人
、
住
む
人
が
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
感
じ
ら
れ
る
風
景
・
景
観
の
形
成
を

図
る
た
め
、
自
然
景
観
や
田
園
景
観
、

歴
史
的
景
観
が
一
体
と
な
っ
た
地
域

に
、
景
観
作
物
（
コ
ス
モ
ス
）
の
栽
培

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
０
万
円
）

•�
生
活
道
路
の
整
備
を
す
す
め
、
町
内
幹

線
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
車
・
歩
行
者
が
安
全
で
快
適
に
移

動
で
き
る
道
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
，
８
５
９
万
円
）

•�
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
推
進
を
図
る
た

め
、耐
震
診
断
を
お
こ
な
う
人
に
対
し
、

診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
２
万
円
）

•�
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が
不
足
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
０
万
円
）

•�
公
共
施
設
を
利
用
す
る
際
の
利
便
性
を

図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

日
常
生
活
の
交
通
機
関
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
町
内
を
巡
回
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
，
０
７
７
万
円
）

•�
住
民
の
み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
に
必
要

な
公
共
交
通
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
会
議
を

設
置
し
、
斑
鳩
町
に
適
し
た
公
共
交
通

を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
７
１
万
円
）

潤
い
の
あ
る

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

～
都
市
環
境
の
整
備
～

23

•�
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
世
帯
に
対
し
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。　
　
（
５
０
４
万
円
）

•�
衛
生
処
理
場
に
お
け
る
焼
却
処
理
の
廃

止
に
伴
い
、
平
成
24
年
度
に
策
定
し
た

解
体
撤
去
工
事
発
注
仕
様
書
に
基
づ

き
、
衛
生
処
理
場
焼
却
棟
の
解
体
撤
去

に
着
手
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
，
０
８
０
万
円
）

•�
「
斑
鳩
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

に
基
づ
き
、
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
ご
み
、

剪
定
枝
葉
、
廃
食
用
油
等
）
の
利
活
用

を
す
す
め
ま
す
。　
（
２
，７
０
７
万
円
）

•�
廃
棄
物
運
搬
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
可
燃
ご
み
積
み

替
え
施
設
の
整
備
な
ど
を
お
こ
な
い
ま

す
。　
　
　
（
２
億
２
，
６
８
５
万
円
）

•�
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、
生
ご
み

処
理
機
及
び
処
理
容
器
を
購
入
す
る
世

帯
に
対
す
る
奨
励
金
制
度
を
拡
充
し
、

更
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
２
万
円
）

•�
平
常
時
の
防
災
訓
練
等
の
活
動
や
、
災

害
が
発
生
、
ま
た
は
、
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
、
住
民
が
連
携
し
て

被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、
自
主

的
に
設
置
す
る
防
災
組
織
を
支
援
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
４
万
円
）

•�
自
治
会
等
が
設
置
す
る
防
犯
灯
に
つ
い

て
、
節
電
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
期
待

で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
切
り
替
え

を
す
す
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
，
８
４
０
万
円
）

•�
防
犯
灯
の
適
切
な
管
理
を
お
こ
な
う
た

め
、
防
犯
灯
実
態
調
査
や
管
理
台
帳
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
，
０
２
６
万
円
）

安
全
で
快
適
な

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

～
生
活
環
境
の
整
備
～

14

▲町内を巡回するコミュニティバス

▲大好評のありがとうき
　（陶器）市

▲法起寺周辺などできれいに咲くコスモス

▲�生ごみ堆肥化講習会
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平成24年度　予算

•�
地
元
観
光
と
商
工
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
斑
鳩
市
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
万
円
）

•�
観
光
振
興
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
24

年
度
か
ら
商
工
会
が
主
体
と
な
り
す
す

め
て
い
る
、
特
産
品
開
発
・
観
光
事
業

開
発
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
万
円
）

•�
観
光
振
興
を
促
進
す
る
た
め
、
観
光
客

に
名
勝
・
旧
跡
・
古
墳
等
の
地
域
情
報

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
，
０
７
３
万
円
）

•�
東
日
本
大
震
災
で
の
被
災
状
況
を
教
訓

と
し
て
、
震
災
の
影
響
が
大
き
い
農
業

水
利
施
設
の
耐
震
性
の
点
検
・
調
査
を

実
施
し
、
災
害
の
未
然
防
止
を
図
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
０
万
円
）

•�
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
法
律
の

専
門
家
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
消
費
生

活
の
安
全
性
と
生
活
知
識
の
向
上
を
図

る
た
め
、
消
費
生
活
相
談
を
お
こ
な
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
５
６
万
円
）

•�
観
光
・
産
業
振
興
を
促
進
す
る
た
め
、

友
好
都
市
な
ど
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
新
潟
市
、
東
京
都
で
お
こ
な
わ
れ

る
物
産
店
へ
出
店
を
し
、
観
光
客
誘
致

活
動
を
す
す
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
８
万
円
）

•�
ま
ち
な
か
観
光
を
推
進
す
る
た
め
、
街

な
み
環
境
整
備
を
す
す
め
、
三
町
地
区

の
ま
ち
な
か
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
０
万
円
）

•�
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
郷
土
愛
と
誇
り

を
も
ち
、
斑
鳩
の
良
さ
を
再
認
識
で
き

る
機
会
と
す
る
た
め
、
友
好
都
市
の
各

町
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
住
民

参
加
を
は
じ
め
と
し
た
交
流
活
動
を
お

こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
の
町

と
し
て
物
産
展
を
斑
鳩
町
で
催
し
て
き

た
北
海
道
斜
里
町
と
の
交
流
を
深
め
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
９
９
万
円
）

•�
友
好
都
市
で
あ
る
長
野
県
飯
島
町
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
、
両
町
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
を
お
こ
な
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
万
円
）

•�
第
４
次
総
合
計
画
の
重
点
テ
ー
マ
で
あ

る
「
参
加
と
協
働
」
を
具
体
的
に
展
開

す
る
た
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
取
り
組
み
、（
仮
称
）
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
・
指
針
を
策
定
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
１
２
２
万
円
）

•�
震
災
等
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
障
害
発
生
時

に
お
い
て
も
各
種
証
明
書
の
発
行
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
１
万
円
）

•�
戸
籍
総
合
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
に
よ
り
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
負
担

軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
状

況
を
教
訓
と
し
て
、
戸
籍
副
本
デ
ー
タ

を
遠
隔
地
で
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。　
　
　
（
９
２
０
万
円
）

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

～
産
業
・
観
光
の
振
興
～

と
も
に
築
く

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～
地
域
自
治
の
強
化
～

26

15
平成25年度　予算

▲たくさんの人で盛り上がる斑鳩市

▲�小田原市の小田原北條五代
祭り

▲小田原ちょうちん夏祭りへ参加

▲４月１日に開館した
　法隆寺五丁地区地域交流館
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町 税→みなさんから納めてい
ただく町民税や固定資産
税、都市計画税など。なお、
都市計画税は、目的税とし
て都市計画事業にあてられ
ます。

地 方交付税→所得税など国が
徴収する税金の中から、町
の財政状況に応じて交付さ
れるお金。

国 ・県支出金→特定の事業の
財源として国や県から交付
されるお金。

町 債→大きな事業をおこなう
ために、国、金融機関等か
ら借り入れるお金。

使 用料および手数料→町の施
設を使ったり、住民票など
の交付にみなさんが支払う
お金。

地 方消費税交付金→地方消費
税（消費税５％のうち１％）
の中から交付されるお金。

分 担金および負担金→特定の
利益を受ける人から徴収す
るお金。

その他内訳
　�地方譲与税・地方特例交付
金など

財政用語辞典
（歳入）

歳入

町税
28億8,625万円
町税
28億8,625万円

国・県支出金
12億1,977万円

地方交付税
22億5,460万円

町債
8億4,500万円

使用料および
手数料
2億2,800万円

地方消費税交付金
1億8,310万円

分担金および負担金
1億4,226万円

その他
5億1,102万円

■ 平成25年度会計別予算

平成25年度　予算

会　　計　　名 平成25年度
予　算　額

平成24年度
予　算　額

比　　　　較
増　減　額 増減率

一　　般　　会　　計 82億7,000万円 82億5,000万円 2,000万円 0.2%

特　　別　　会　　計 70億2,134万円 66億3,916万円 3億8,218万円 5.8%

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険事業 32億5,650万円 30億6,000万円 1億9,650万円 6.4%

大字龍田財産区 274万円 306万円 △32万円 △10.5%

公共下水道事業 14億2,110万円 13億7,670万円 4,440万円 3.2%

介 護 保 険 事 業 20億1,690万円 18億6,840万円 1億4,850万円 7.9%

後期高齢者医療 3億2,410万円 3億3,100万円 △690万円 △2.1％

一般・特別会計合計 152億9,134万円 148億8,916万円 4億0,218万円 2.7%

水 道 事 業 会 計 11億6,410万円 11億6,644万円 △234万円 △0.2%

総　　合　　計 164億5,544万円 160億5,560万円 3億9,984万円 2.5%
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■歳出の主な用語録
人　件　費
　�職員や特別職の給与、議員
および各委員会の委員報酬

扶　助　費
　�児童手当、子ども・老人・
重度障害者の医療費　等

公　債　費
　�町債（借入金）の返済金
物　件　費
　�消耗品費や光熱水費、業務
委託料�等

維持補修費
　公共施設の修繕料　等
補助費等
　�各種事業や団体への補助金
や負担金�等

繰　出　金
　�国民健康保険等の特別会計
へ繰り出して使うお金

普通建設事業費
　�道路の整備等に使うお金

※�歳入は右ページの用語辞典
を参考にしてください。

平成25年度予算を１か月の家計にたとえてみると…

●１か月の総支出額…２9万円

●１か月の総収入額…２9万円　斑鳩町の財政をみなさんの家計に例
えるとどうなっているのでしょうか。
　斑鳩町の平成25年度予算額を人口
28,513人（平成25年1月1日現在）で
割り戻した金額を、個人の家庭1か月
の家計に例えてみました。
　1か月の収入が29万円の斑鳩家の家
計の内訳は、次のようになります。

民 生費→高齢者・障害者・児
童福祉サービスなどに使う
お金。

衛 生費→健康診断やごみ処理
などに使うお金。

総 務費→町の総括的な管理経
費や自治振興などに使うお
金。

公 債費→町債（借入金）を返
済するために支払うお金。

教 育費→幼稚園・小中学校の
運営や、公民館など、教育
の振興のために使うお金。

土 木費→ＪＲ法隆寺駅周辺整
備や道路整備などに使うお
金。

消 防費→西和消防組合や消防
団運営、災害物資の備蓄な
どに使うお金。

議 会費→議会運営のために使
うお金。

商 工費→商工業の振興、観光
事業などに使うお金。

農 林水産業費→農業振興や土
地改良事業などに使うお
金。

財政用語辞典
（歳出）

歳出教育費
8億8,514万円

民生費
26億3,228万円

土木費
8億3,139万円

公債費
9億6,067万円

衛生費
11億8,699万円
衛生費
11億8,699万円

民生費
26億3,228万円

総務費
10億7,422万円

消防費
3億3,625万円

議会費
1億1,816万円

商工費
1億1,729万円

農林水産業費
9,760万円

予備費　3,000万円

災害復旧費　1万円

平成25年度　予算

斑 鳩 家 の 収 入 収 入 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成23年度
決算　　（円）

給料 101,000 35.1 100,000 町税
雑収入（内職・パート
収入や不動産収入、貯
金の取崩し）

18,000 5.9 17,000
使用料および手数料
繰入金
その他の収入

前月からの繰越金 7,000 1.7 24,000 繰越金

親せきからの援助 134,000 46.5 132,000

地方交付税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
その他の交付金

新たな借入金 30,000 10.8 19,000 町債
合　　　計 290,000 100.0 292,000

斑 鳩 家 の 支 出 支 出 額
（円）

構成比
（％）

〈参考〉
平成23年度
決算　　（円）

生 活 費
食費 53,000 18.4 52,000 人件費
医療費、教育費等 41,000 13.2 40,000 扶助費
ローンの返済 34,000 12.5 36,000 公債費

その他の
生 活 費

光熱水費、消耗品費等 68,000 24.0 55,000 物件費
家の修繕費 5,000 1.4 4,000 維持補修費
自治会費、
スポーツクラブ会費等 32,000 10.8 30,000 補助費等

貯金 0 0.0 1,000 積立金
子どもへの仕送り 36,000 11.8 31,000 繰出金

家　　の
増改築費 家の増築費用 20,000 7.6 19,000 普通建設

事業費等
そ の 他 来月への繰越金 1,000 0.3 24,000 歳計剰余金

合　　　　　計 290,000 100.0 292,000
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院へ　余すところなく　伝えられ
～ 太子の日フォーラム ～

２ / ２２・いかるがホール

　聖徳太子のご命日にあたる２月22日を「太子の

日」とし、太子の和の精神を現代の視点から問い直

し、後世に伝えることを目的に「太子の日フォーラ

ム」がいかるがホールでおこなわれました。

　今年は、「法隆寺再建－若草伽藍から西院伽藍へ

－」と題して、帝塚山大学人文学部准教授の清水昭

博先生による講演がおこなわれました。

　清水先生は、最新の発掘や研究の成果を踏まえ、

法隆寺の再建当時の

状況をわかりやすく

解説され、訪れた約

180人の歴史ファン

は、熱心に耳を傾け

ていました。

西 険から　身を守ろうよ　この地図で
～ 斑鳩東小　ヒヤリ地図コンクール

最優秀賞受賞 ～

　地域住民が交通事故につながりそうな体験をし

た場所を示した地図を作り、交通事故抑止につな

げようと、奈良県警察で「第15回ヒヤリ地図コ

ンクール」が催され、斑鳩東小学校３年生の作品

が、「小中学生の部」で最優秀賞を受賞しました。

　製作にあたったみなさんは、「登下校中に気づ

いたところをそれぞれ出し合って作ることで、自

分の通学路以外の危険なところもみんなで共有で

きた。とてもいい

経験になったと思

います。」と受賞

の喜びを語ってい

ました。

危

鳩と　各地の名店　勢ぞろい
～ 第４回　斑鳩市 ～

２ / ２３、２４・法隆寺観光自動車駐車場

　過去最多の96店の出店があった、斑鳩町の物産の祭典、

斑
いかるがいち

鳩市が、にぎやかに開催されました。

　地元の名産品のほかにも、長野県飯島町や大阪府太子町、

神奈川県小田原市、愛媛県松山市、新潟県新潟市、さらには

世界遺産のまちとして交流の深い北海道斜里町（知床）、兵庫

県姫路市と各地の物産がずらりと並びました。

　さらに、災害復興支援物産展として、岩手県大槌町や奈良

県南和地域の十津川村、天川村、野迫川村の物産も並び、会場の法隆寺観光自動車駐車場は溢れんばかりの

人で賑わいました。また、昨年に引き続き、各地のゆるキャラが大集合。

アンパンマンやその仲間たちとステージイベントを盛り上げてくれまし

た。来場者は各地の名産に舌つづみを打ちながら、盛りだくさんのイベ

ントを大いに楽しんでいました。

斑
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　放送局の仕事を学んでもらおうと、「キミが主役だ！NHK放送体験クラブ」が、斑鳩町とNHK奈良放送

局の共催でおこなわれました。

　子どもたちが企画した身近なテーマについて、事前に子どもたち自身で取材し、出演して収録。普段、楽

しく見ているテレビの番組づくりを知り、放送局の仕事の楽しさを体験しました。

　緊張しながらも笑顔で情報を伝えるキャスター、モニターを真剣にのぞくカメラマン、全体のようすを確

認しながら番組をすすめるフロアディレクター。各クラスごとに５分間の番組を製作した子どもたちは、た

くさんの人が自分の役目を果たし、チームワークを守ることの大切さを感じているようでした。

全 員の　努力が詰まった　５分間
～ ＮＨＫ放送体験クラブ ～

２ / ２５、２７、２８・いかるがホール

力団　徹底排除の　心がけ
～ 第15回　安全と安心を守る町民の集い ～

３ / ３・いかるがホール

　犯罪のない明るく住みよいまちをめざす、「安全

と安心を守る町民の集い」が、３月３日、いかるが

ホールで開催され、講演会と奈良県警察音楽隊の演

奏による啓発がおこなわれました。

　「最近の暴力団情勢について」と題した、奈良県

警察本部暴力団対策官の山崎義清さんによる講演で

は、近年の暴力団の、企業活動を利用して一般社会

での資金獲得活動を活性化させている現状などが紹

介され、参加者のみなさんに暴力団に対する日頃か

らのより一層の注意を呼びかけられていました。

暴 んだ川　清流のまち　取り戻せ
～ 清流復活大作戦 ～
３ / ３・町内河川

　町内を流れる大和川・竜田川・富雄川・三代川

の河川沿いで、住民のみなさんや各種団体の協力

による清掃活動がおこなわれました。

　町内６つのコースには、わがまちを流れる川を

きれいにしようと、たくさんの人が集まり、河川

沿いに捨てられた、いろいろなごみを回収しまし

た。清掃後、回収したごみの内容を調べるモニタ

リング調査もおこなわれ、今後の美化対策に活か

されることになりました。

澄

▲�斑鳩小学校 ▲�斑鳩東小学校 ▲�斑鳩西小学校

◀�各コース総勢814人
で1,570㎏のごみを
回収

▶�

ごみの種類ごとに
シールを貼って、
内容を調査



斑鳩文化財センター
（☎0745-70-1200）
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●
お
す
す
め
の
本
●

図
書
館
の
休
館
日
に
つ
い
て

　

５
月
Ｇ
Ｗ
の
休
館
日
は
次
の
通
り
で
す
。
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斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
て

早
く
も
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
度

に
開
催
し
ま
し
た
展
示
会
等
に
は
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
、
平
成
25
年
度
に
斑
鳩
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
計
画
し
て
い
ま
す
展

示
会
等
の
行
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

春
季
企
画
展

　
「（
仮
称
）斑
鳩
の
文
化
財
展　

―

平
成

24
年
度
実
施
の
調
査
成
果
展―

」
と
題

し
て
、
昨
年
度
の
発
掘
調
査
に
て
出
土
し

ま
し
た
縄
文
土
器
の
展
示
の
ほ
か
、
瓦
塚

古
墳
群
の
測
量
成
果
な
ど
の
文
化
財
関
係

の
調
査
成
果
を
速
報
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

夏
季
特
別
展

　
「
世
界
文
化
遺
産
登
録
20
周
年
記
念（
仮

称
）法
隆
寺
昭
和
大
修
理
展
」
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
5
（
１
９
９
３
）
年
12

月
に
法
隆
寺
が
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建

造
物
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

記
念
し
て
、
法
隆
寺
の
保
存
修
理
に
お
い

て
大
変
重
要
な
大
事
業
で
あ
っ
た
「
昭
和

大
修
理
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
や
意

義
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

秋
季
特
別
展

　
「（
仮
称
）
藤
ノ
木
古
墳
の
銅
鏡　

―

奈
良
県
内
古
墳
出
土
の
銅
鏡
展―

」
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

が
保
管
す
る
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
の

う
ち
、
石
棺
内
よ
り
出
土
し
た
銅
鏡
の
里

帰
り
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
合

わ
せ
て
県
内
の
古
墳
よ
り
出
土
し
た
銅
鏡

を
関
連
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
藤
ノ
木

古
墳
の
銅
鏡
だ
け
で
な
く
、
古
墳
時
代
の

銅
鏡
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。冬

季
企
画
展

　
「（
仮
称
）
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
岡
本
宮

と
岡
本
尼
寺　

―

法
起
寺
展―

」
と
題

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
法
起
寺
境
内
や
そ
の

周
辺
で
当
町
や
橿
原
考
古
学
研
究
所
な
ど

が
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
お
い
て
出
土
し

た
瓦
や
土
器
等
の
展
示
を
お
こ
な
い
、『
日

本
書
紀
』
等
に
記
載
の
あ
る
「
岡
本
宮
」

や
「
法
起
寺
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
考
古
学
教
室
」

　

町
内
の
小
学
4
～
6
年
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
「
こ
ど
も
考
古
学
教
室
」
に

つ
い
て
は
、
毎
年
好
評
を
得
て
い
る
「
勾

玉
づ
く
り
」
や
「
鏡
づ
く
り
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
以
上

を
含
む
大
人
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

「
斑
鳩
考
古
学
講
座
」
も
開
催
し
ま
す
。

　

以
上
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
催

が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
ま
た
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

▲小田原市交流展のようす

　

子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
す
よ
う
な
、

ち
ょ
っ
と
し
た
一
場
面
や
日
常
の
ひ
と
コ

マ
が
、
ク
リ
ー
ム
色
を
基
調
と
し
た
ペ
ー

ジ
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
雑
誌『
Ｍ
Ｏ
Ｅ
』

の
連
載
を
書
籍
化
し
た
も
の
で
、
見
開
き

一
枚
ご
と
に
物
語
が
完
結
す
る
つ
く
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

賞
受
賞
作
『
つ
み
き
の
い
え
』
の
作
者
が

描
い
た
、
温
か
み
の
あ
る
絵
本
で
す
。

　
（
絵
本
『
つ
み
き
の
い
え
』
は
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。）

加
藤
久
仁
生
著　

白
泉
社

『
あ
と
が
き
』

平成25年度　文化財センターの催し



男 女 共 同 参 画
社会をつくろう

ver.133

　

５
月
３
日（
祝
・
金
）、
４
日
（
祝
・
土
）、

　

５
日（
祝
・
日
）

※�

５
月
６
日（
月
）は
通
常
通
り
開
館
し
ま

す
。

本
の
予
約
に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
か
ら
本
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
登
録
が
必

要
で
す
。

ご
登
録
い
た
だ
く
と
、

•�
貸
出
／
予
約
さ
れ
て
い
る
本
の
状
況
が

確
認
で
き
ま
す
。

•�
予
約
し
た
本
が
ご
用
意
で
き
た
際
の
連

絡
を
メ
ー
ル
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

図
書
館
・
図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

︱�

今
月
の
お
は
な
し
会�

︱

町
立
図
書
館

　

日
時　
４
月
10
日（
水
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　

４
月
20
日（
土
）
午
後
３
時
～

公
民
館
図
書
室

図
書
室
（
中
央
・
東
公
民
館
）

　

日
時　
４
月
９
日（
火
）
午
後
２
時
～

図
書
室
（
西
公
民
館
）

　

日
時　
４
月
９
日（
火
）
午
前
11
時
～
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文化・習慣の異なる人た
ちを理解しよう
～児童と留学生の国際交流～
　誰もが住みやすいまちになる
ように、そして自分らしく生き
ることの大切さを知ってもらお
うと、斑鳩町内の各小学校の児
童を対象に、男女共同参画社会
推進グループ「いかるがKAIGI」
のみなさんにより「児童と留学
生の国際交流」が町内の小学校
でおこなわれ、児童、留学生と
もに貴重な経験となりました。
２/14（木）　斑鳩東小学校
　東小では、留学生たちと一緒
に外国の家庭料理の調理や食事
を楽しんだり、お見舞状などで
交流を深めている岩手県大槌町
の被災直後の様子の映像を見な

がら、教訓とすべきことを学び
ました。
　その後、留学生たちが、母国
の文化や民族衣装などを紹介。
児童たちは実際に着たり手に取
ったりして、外国の文化を体感
していました。

２/18（月）　斑鳩小学校
　斑小では、各教室にて留学生
が母国の暮らしや文化や民族衣
装などを紹介しました。

　その後、留学生と児童がグル
ープに分かれて、ジェスチャー
ゲーム等をとおして交流を深め
ました。

２/19（火）　斑鳩西小学校
　西小でも、各教室にて留学生
による母国の暮らしや文化など
の紹介がおこなわれました。

　また、その後、ランチルーム
で留学生と児童が一緒に民族舞
踊を踊ったりするなど、文化の
違いを楽しみながら学びました。

いかるがKAIGI　児童と留学生の交流

　男女共同参画社会の実現には、まず相手を理解することが重要と
なります。そのひとつとして、言語や文化、習慣が異なる国の人た
ちと直接触れ合うことで、お互いを大切に思い、仲良くありたいと
願う心を養うことがあげられます。
　そこで今月号は、２月におこなわれた、いかるがKAIGI のセミ
ナー「児童と留学生の国際交流」について紹介します。



今回のパゴちゃんの地球となかよしでは、「くりか
えし使ってくれて、ありがとうき（陶器）市」につい
てお話するよ。

※�チャレンジ25キャンペーンは、地球と日本の環境を守り未来の子どもたちに引き
継いでいくため、地球温暖化防止対策を推進する国民運動として、政府が展開して
いるキャンペーンです。斑鳩町役場もチャレンジャーとして登録しています。

捨てたらもったいない！
毎月10日と20日は陶器回収の日

4 3 2 1

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

1�2013.4.  広報 

●�いつ開催しているの？回収はしてくれるの？
　「私の家では使わないけれど、まだ
使えるのにもったいないな」と思いな
がら、食器類を不燃ごみに出していま
せんか？
　斑鳩町では、家庭で不要になった陶
磁器類やガラス食器類を回収し、無料
で配布する取り組みを始めています。
　陶磁器類やガラス食器類は、現在の
ごみの分類では不燃ごみで、最終的に
うめ立て処理されてしまいます。
　しかし、食器類をありがとうき市に
出すと、必要な人に再利用してもらえ
たり、割れたものや再利用できないも
のは、リサイクルすることができます。

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

２月

１月

12月

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

平成24年度

平成23年度

2月の生ごみたい肥化量15,205㎏
　可燃ごみの6.4％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数2,713世帯（2月末）

　町のイベントに合わせて開催しています。イベント会場での
食器類の回収は、駐車場が確保できないこともあり、実施しな
いことが多いのですが、平成25年度より毎月10日と20日（土・
日・祝にあたる場合は、後の平日）を陶器回収の日として、環
境対策課窓口と衛生処理場で陶器等の回収をおこないます。
（※衛生処理場のみ、第２土曜日、第４日曜日も受け付けします。）

　毎月の回収日は、広報紙の「パゴちゃんの地球となかよし」
でお知らせしますので、確認してください。

〈４月の陶器等回収日〉　４月10日（水）・４月22日（月）
役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
衛生処理場（幸前２-８- ９）（午前８時30分～午後３時30分）
※�衛生処理場のみ、４月13日（土）、４月28日（日）も受け付けします。

（注意）�回収品は、比較的きれいでまだ使えるものと、汚れや割れ
があるものに事前に分別して持込んでください。

ありがとうき（陶器）市
ボランティアスタッフ募集

　陶磁器類等の選別、ありがと
うき市のお手伝い等をしていた
だけるボランティアスタッフを
募集しています。器が好きな人、
ごみ問題に興味のある人など…
⇒�興味がある人は、環境対策課
まで、お知らせください。

未来が変わる。
日本が変える。

▲�斑鳩市での「ありがとうき
（陶器）市」のようす。たく
さんの人でにぎわったよ。



最終処分場

上下水道部

ふれあい
交流センター
いきいきの里

法隆寺五丁地区
地域交流館

火葬場

法隆寺

斑鳩中学校

斑鳩幼稚園

法隆寺国際
高等学校

あわ保育園

法隆寺
　駅前交番

北口駐輪場

いかるがホール
（町立図書館）

斑鳩南中学校

あゆみの家

観光会館
西公民館

町民プール

斑鳩西幼稚園

中央公民館
消防
コミュニティ
センター

三室休日応急
診療所

JR法隆寺駅
（観光案内所）

斑鳩東幼稚園

東公民館

すこやか斑鳩
スポーツセンター

斑鳩町
商工会館たつた保育園

斑鳩交番

衛生処理場

東老人憩の家

卍

鳩水園
西老人憩の家

郵便局

上宮遺跡公園

郵便局

斑鳩町役場

斑鳩西小学校・斑鳩西学童保育室

斑鳩小学校・斑鳩学童保育室

生き生きプラザ斑鳩
保健センター
社会福祉協議会
地域包括支援センター

斑鳩東小学校・斑鳩東学童保育室

斑鳩町シルバー人材センター
斑鳩町粗大ごみ予約事務所

法隆寺駐在所

北庁舎

斑鳩文化財
センター

最終処分場

上下水道部

火葬場

法隆寺駐在所
斑鳩文化財
センター

法隆寺
ｉセンター

法隆寺

斑鳩中学校

生き生きプラザ斑鳩
保健センター
社会福祉協議会
地域包括支援センター

斑鳩小学校・斑鳩学童保育室
斑鳩幼稚園

斑鳩東小学校・斑鳩東学童保育室 法隆寺国際
高等学校

あわ保育園

法隆寺
　駅前交番

北口駐輪場

いかるがホール
（町立図書館）

斑鳩南中学校

あゆみの家

斑鳩西小学校・斑鳩西学童保育室

観光会館
西公民館

町民プール

斑鳩西幼稚園

中央公民館
消防
コミュニティ
センター

三室休日応急
診療所

JR法隆寺駅
（観光案内所）

斑鳩東幼稚園

東公民館

すこやか斑鳩
スポーツセンター

斑鳩町
商工会館

斑鳩町役場
北庁舎

斑鳩町シルバー人材センター
斑鳩町粗大ごみ予約事務所

たつた保育園

斑鳩交番

平　群　町

P

P

衛生処理場

東老人憩の家

卍

鳩水園
西老人憩の家

天満スポーツ
グラウンド

健民テニスコート

郵便局

神南テニスコート

大和川

河合町 至大和高田

郵便局
富
雄
川

上宮遺跡公園

三室山

王寺町

至大阪

至王寺町

三郷町

郵便局

至平群

竜
  田
   川

健民運動場

県立竜田公園県立竜田公園

郵便局

卍法輪寺
卍法起寺

至大和郡山

至奈良

大和郡山市

至奈良

吉田寺

至安堵

安堵町

ふれあい
交流センター
いきいきの里

法隆寺五丁地区
地域交流館
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平成25年度版 斑鳩町主要公共施設一覧
施　設　名 電　話 所　在　地

₁ 斑鳩町役場 74-1001 法隆寺西3-7-12
北庁舎 法隆寺西3-8-8

₂ 上水道課 74-1401 三井1335下水道課 74-2406

₃※ いかるがホール 75-7743 興留10-6-43町立図書館 75-7733
₄※ 中央公民館 74-1511 龍田南2-2-43
₅※ 東公民館 74-4122 興留5-5-28
₆※ 西公民館 75-3911 龍田西4-2-25

₇※ すこやか斑鳩・
スポーツセンター 75-3100 龍田南1-1-61

₈※

生き生きプラザ斑鳩 70-1000

小吉田1-12-35保健センター 70-0001
社会福祉協議会 74-5122
地域包括支援センター 75-4000

₉※ 斑鳩小学校 74-1201 法隆寺南1-13-46斑鳩学童保育室 74-3241

10※ 斑鳩西小学校 74-3051 神南2-4-25斑鳩西学童保育室 75-6036

11※ 斑鳩東小学校 74-1501 法隆寺南2-11-5斑鳩東学童保育室 74-1730
12※ 斑鳩中学校 74-1301 龍田北1-20-1
13※ 斑鳩南中学校 74-5800 目安北3-1-77
14※ 斑鳩幼稚園 74-2353 法隆寺南1-13-15
15※ 斑鳩西幼稚園 74-3981 神南2-4-31
16※ 斑鳩東幼稚園 74-5500 興留東1-1-16
17※ たつた保育園 74-2203 龍田1-5-1
18※ あわ保育園 74-1654 阿波3-5-33

施　設　名 電　話 所　在　地
19※ 法隆寺国際高等学校 74-3630 高安2-1-1
20 西老人憩の家 74-1517 神南2-5-1
21 東老人憩の家 74-5050 幸前2-8-9

22※ ふれあい交流センター
いきいきの里 74-0990 法隆寺北1-13-15

23 三室休日応急診療所 74-4100 稲葉車瀬2-5-18

24※ 消防コミュニティー
センター 75-6341 龍田南5-7-47

25 鳩水園 74-3040 神南2-5-13
26 衛生処理場 74-2371 幸前2-8-9
27 最終処分場 74-6150 法隆寺4331
28 火葬場　 74-2885 法隆寺北1-12-30
29 町民プール 74-3700 神南2-5-27

30
法隆寺ｉセンター 74-6800

法隆寺1-8-25法隆寺観光自動車
駐車場 74-2276

31 観光会館 − 龍田西4-2-2
32 法隆寺駅北口駐輪場 74-2146 興留７丁目
33※ あゆみの家 74-2123 龍田南3-9-20
34 斑鳩交番 75-2013 龍田3-1-10
35 法隆寺駐在所 75-5771 法隆寺1-1-6
36 法隆寺駅前交番 75-5721 興留9-1-1

37

斑鳩町シルバー
人材センター 75-0884

小吉田2-2-24
斑鳩町粗大ごみ
予約事務所 75-3663

38 斑鳩町商工会館 74-2500 龍田南1-3-49
39 斑鳩文化財センター 70-1200 法隆寺西1-11-14
40※ 法隆寺五丁地区地域交流館 − 法隆寺東1-4-6

保存版
1年間大切にお使い下さい

※避難所に指定されている施設

斑鳩町ホームページ
http://www.town.
　　　　ikaruga.nara.jp/

（平成25年4月1日現在）



会計室
（内線102～
103）

福祉課（内線122～128） 環境対策課（内線131～134）

 
  

 

開庁時間
月曜日～金曜日
　(年末年始・祝日を除く)

午前８時３０分～
午後５時３０分
     ＊○印の数字は、
役場内の窓口番号

1階 2階

3階地階斑鳩文化財センター
（斑鳩町文化財活用センター）

保健センター
（健康対策課　総合保健福祉会館）

（生き生きプラザ斑鳩）

三井浄水場
（上下水道部）

斑鳩文化財センター
（斑鳩町文化財活用センター）

保健センター
（健康対策課　総合保健福祉会館）

（生き生きプラザ斑鳩）

三井浄水場
（上下水道部）

パゴちゃん

斑
鳩
町
役
場
の

窓
口
案

図
内

現
金
の
出
納

ごみ処理・減量化
環境保全、し尿処理
地球温暖化防止
狂犬病予防注射
火葬場の管理
放置自転車
自動車の臨時運行

住民票の写し
印かん登録証明書
町県民税所得（課税）証明書
納税証明書
固定資産評価（公課）証明書

 

 

印かん登録
住民票、戸籍
埋火葬許可 
行政・法律・人権相談
消費者相談、生活学校
住民基本台帳
ネットワークシステム
公的個人認証

国民健康保険の届け出と給付
国民健康保険税
老人・子ども・心身障害者・
ひとり親・精神障害者への
医療費の助成
未熟児養育医療
後期高齢者医療
国民年金

 

 

 

 

 

上水道課 下水道課

国保医療課税務課
住民課
総合案内

エレベーター
第２
会議室 第３

会議室

障害者用
トイレ

自動交付機
コーナー

女

男

AED

会計室

福祉課

環境対策課

男

)

( )

(女

町長室

応接室副町長室

 画
財政課

教育委員会
事務局
総務課

生涯学習課

応接室

教育長室
応接室

企

情報公開
総合公開窓口 総務課(女) 

(男) 
(女) 

(男) 

 

 ( )

( )

社会福祉、人権対策、生活保護
障害者福祉、児童福祉、
母子福祉、保育園、学童保育
高齢者福祉、介護保険

TEL： 0745-74-1001
FAX： 0745-74-1011
E-mail：
info＠town.ikaruga.nara.jp

町県民税
軽自動車税
固定資産税
都市計画税
町税に関する証明

町立幼稚園・
小学校・中学校の
就学と施設管理

生涯学習講座・講演会
生涯学習等各種行事・
青少年施策、社会体育

総合計画、行政改革
地方分権、友好都市
広報・広聴活動
男女共同参画社会の推進
町財政、入札
文化振興

道路・橋りょう・河川の工事・
管理
道路・水路占用許可
町営住宅
交通安全対策、交通安全施
設の整備・管理

都市整備
土地区画整理
建築・開発指導
建築物の耐震化
公園の整備・管理
緑化推進
都市計画道路
景観保全

農林業の振興
観光振興
商工業振興
農業委員会

情報公開、秘書、選挙
請願・陳情
協働のまちづくり
ボランティア・NPO
自治会
庶務、人事・給与
防災・消防・防犯

発掘届出等文化財行政
藤ノ木古墳、斑鳩町の歴史や文化
等の調査・研究および情報発信
展示会等の開催

健康診査、保健指導、
健康相談・教室、各種がん検診、
乳幼児健診・相談、健康手帳・
母子健康手帳・父子健康手帳、
予防接種、献血

給水
水道料金
水道工事

公共下水道、
都市下水路の
工事と管理

地階ロビー

大会議室

議場

第１会議室

委員会室

監査委員室（内線305）

議会事務局（内線302）(TEL：0745-70-0001) (TEL：0745-70-1200)
（TEL：0745-74-1401）（TEL：0745-74-2406）

宿
日
直
事
務
室

建
設
課

都
市
整
備
課

観
光
産
業
課

エレベーター

税務課（内線151～156） 国保医療課（内線111～116）

住民課（内線161～163）

総務課

（内線262・263・271～274）

観光産業課
（内線211～214）

建設課（内線222～227）

企画財政課 （内線251～254）生涯学習課（内線236～238）教育委員会総務課（内線232～235）

soumu@town.ikaruga.nara.jp

kankou@town.ikaruga.nara.jp

toshi@town.ikaruga.nara.jp

kikaku@town.ikaruga.nara.jpkyouisoumu@town.ikaruga.nara.jp syougai@town.ikaruga.nara.jpfukushi@town.ikaruga.nara.jp kankyou@town.ikaruga.nara.jp

kaikei@town.
ikaruga.nara.jp

zeimu@town.ikaruga.nara.jp kokuho@town.ikaruga.nara.jp
juumin@town.ikaruga.nara.jp

kensetsu@town.ikaruga.nara.jp
都市整備課（内線291～296）

hoken@town.ikaruga.nara.jp
jousui@
town.ikaruga.nara.jp

gesui@
town.ikaruga.nara.jp

kansa@town.ikaruga.nara.jp

gikai@town.ikaruga.nara.jp

1�2013.4.  広報 

相談日
（祝日は除く） 時　間 場　所 問い合わせ・申込

青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9：00～16：00 中央公民館

予約が必要
青少年悩みごと相談室
TEL 0745-７４-００７７

子 育 て 相 談 毎月第２・４水曜日 9：00～12：00
13：00～16：00

生き生きプラザ斑鳩・
子育てルーム相談室

予約優先
TEL 0745-７４-１００１

（福祉課　内線125）
母 と 子 の
悩みごと相談 全日電話相談（毎週月～金曜日8：30～17：30）　TEL 0745-７４-１００１（福祉課　内線125）

女性のための
相 談

毎月第２金曜日 9：30～12：30
役場内会議室

予約が必要
（専用TEL 0745-75-9269）

土・日・祝日をのぞく毎月第４金曜日 13：00～16：00

健 康 相 談 月~金曜日 8：30～17：00 生き生きプラザ斑鳩・
保健センター（電話可）

健康対策課
（保健センター）

TEL 0745-７０-０００１



会計室
（内線102～
103）

福祉課（内線122～128） 環境対策課（内線131～134）

 
  

 

開庁時間
月曜日～金曜日
　(年末年始・祝日を除く)

午前８時３０分～
午後５時３０分
     ＊○印の数字は、
役場内の窓口番号

1階 2階

3階地階斑鳩文化財センター
（斑鳩町文化財活用センター）

保健センター
（健康対策課　総合保健福祉会館）

（生き生きプラザ斑鳩）

三井浄水場
（上下水道部）

斑鳩文化財センター
（斑鳩町文化財活用センター）

保健センター
（健康対策課　総合保健福祉会館）

（生き生きプラザ斑鳩）

三井浄水場
（上下水道部）

パゴちゃん

斑
鳩
町
役
場
の

窓
口
案

図
内

現
金
の
出
納

ごみ処理・減量化
環境保全、し尿処理
地球温暖化防止
狂犬病予防注射
火葬場の管理
放置自転車
自動車の臨時運行

住民票の写し
印かん登録証明書
町県民税所得（課税）証明書
納税証明書
固定資産評価（公課）証明書

 

 

印かん登録
住民票、戸籍
埋火葬許可 
行政・法律・人権相談
消費者相談、生活学校
住民基本台帳
ネットワークシステム
公的個人認証

国民健康保険の届け出と給付
国民健康保険税
老人・子ども・心身障害者・
ひとり親・精神障害者への
医療費の助成
未熟児養育医療
後期高齢者医療
国民年金

 

 

 

 

 

上水道課 下水道課

国保医療課税務課
住民課
総合案内

エレベーター
第２
会議室 第３

会議室

障害者用
トイレ

自動交付機
コーナー

女

男

AED

会計室

福祉課

環境対策課

男

)

( )

(女

町長室

応接室副町長室

 画
財政課

教育委員会
事務局
総務課

生涯学習課

応接室

教育長室
応接室

企

情報公開
総合公開窓口 総務課(女) 

(男) 
(女) 

(男) 

 

 ( )

( )

社会福祉、人権対策、生活保護
障害者福祉、児童福祉、
母子福祉、保育園、学童保育
高齢者福祉、介護保険

TEL： 0745-74-1001
FAX： 0745-74-1011
E-mail：
info＠town.ikaruga.nara.jp

町県民税
軽自動車税
固定資産税
都市計画税
町税に関する証明

町立幼稚園・
小学校・中学校の
就学と施設管理

生涯学習講座・講演会
生涯学習等各種行事・
青少年施策、社会体育

総合計画、行政改革
地方分権、友好都市
広報・広聴活動
男女共同参画社会の推進
町財政、入札
文化振興

道路・橋りょう・河川の工事・
管理
道路・水路占用許可
町営住宅
交通安全対策、交通安全施
設の整備・管理

都市整備
土地区画整理
建築・開発指導
建築物の耐震化
公園の整備・管理
緑化推進
都市計画道路
景観保全

農林業の振興
観光振興
商工業振興
農業委員会

情報公開、秘書、選挙
請願・陳情
協働のまちづくり
ボランティア・NPO
自治会
庶務、人事・給与
防災・消防・防犯

発掘届出等文化財行政
藤ノ木古墳、斑鳩町の歴史や文化
等の調査・研究および情報発信
展示会等の開催

健康診査、保健指導、
健康相談・教室、各種がん検診、
乳幼児健診・相談、健康手帳・
母子健康手帳・父子健康手帳、
予防接種、献血

給水
水道料金
水道工事

公共下水道、
都市下水路の
工事と管理

地階ロビー

大会議室

議場

第１会議室

委員会室

監査委員室（内線305）

議会事務局（内線302）(TEL：0745-70-0001) (TEL：0745-70-1200)
（TEL：0745-74-1401）（TEL：0745-74-2406）

宿
日
直
事
務
室

建
設
課

都
市
整
備
課

観
光
産
業
課

エレベーター

税務課（内線151～156） 国保医療課（内線111～116）

住民課（内線161～163）

総務課

（内線262・263・271～274）

観光産業課
（内線211～214）

建設課（内線222～227）

企画財政課 （内線251～254）生涯学習課（内線236～238）教育委員会総務課（内線232～235）

soumu@town.ikaruga.nara.jp

kankou@town.ikaruga.nara.jp

toshi@town.ikaruga.nara.jp

kikaku@town.ikaruga.nara.jpkyouisoumu@town.ikaruga.nara.jp syougai@town.ikaruga.nara.jpfukushi@town.ikaruga.nara.jp kankyou@town.ikaruga.nara.jp

kaikei@town.
ikaruga.nara.jp

zeimu@town.ikaruga.nara.jp kokuho@town.ikaruga.nara.jp
juumin@town.ikaruga.nara.jp

kensetsu@town.ikaruga.nara.jp
都市整備課（内線291～296）

hoken@town.ikaruga.nara.jp
jousui@
town.ikaruga.nara.jp

gesui@
town.ikaruga.nara.jp

kansa@town.ikaruga.nara.jp

gikai@town.ikaruga.nara.jp

1� 2013.4.  広報 

相談日
（祝日は除く） 時　間 場　所 問い合わせ・申込

人 権 相 談 毎月第２水曜日 13：00～16：00 役場１階第３会議室
申込は不要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

行 政 相 談 毎月第１火曜日 13：00～16：00 役場１階第３会議室
申込は不要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

無料法律相談 毎月第2・3・4火曜日 13：00～16：00 役場１階第２会議室
予約が必要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

消費生活相談 毎週木曜日

13：00～16：00
※ただし、第4木曜日は、

9：00～12：00、
13：00～16：00

役場１階第３会議室
申込は不要
TEL 0745-７４-１００１

（住民課　内線163）

■ 町がおこなっている各種相談



1 三 塔 い に し え の 道
2 太 子 ロ マ ン の 道
3 当麻街道やすらぎの道
4 花 小 路 せ せ ら ぎ の 道
5 藤ノ木・業平つれづれの道
6 自然散策うるおいの道

街道散策ルート歴史

郵便局 トイレ 駐車場

宿泊 学校 至大和郡山・奈良  慈光院
菅原神社

枡池

秋葉神社

幸前神社
至大和郡山･奈良･天理

新池

瓦塚古墳群

史跡･三井瓦窯跡
斑鳩溜池

史跡三井

仮宿庵

継子地蔵
極楽寺･
石仏群

桜
池
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

天
満
ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ナ
ー
塔

斑鳩神社

西福寺

ふれあい交流センター
いきいきの里

法輪寺ポケットパーク

毛無上池

毛無池

法隆寺カントリークラブ

県道
大和
郡山
･広
陵線

籠池
勝林寺

天満神社
( 在原神社 )

至
奈
良･

京
都

至安堵町

安堵町

国道
25
号

県
道
奈
良
・
大
和
郡
山
・
斑
鳩
線

史跡･中宮寺跡

駒塚古墳

調子丸古墳

上宮遺跡公園

成福寺
( 伝･葦垣宮 )

酒ノ免遺跡
富　

雄　

川
興留･素盞鳴神社

東公民館

県道天理･斑鳩線

新池

片野池

天満池

天満上池

大和郡山市

県道大和小泉停車場･松尾寺線

中宮寺

法隆寺

駐在所
旧北畠邸

緑の道標

瓦塚池

三井神社
法輪寺

岡ノ原

法起寺

岡本ポケットパーク

秋
葉
川

五ヶ村池

上下水道部

三本松池

※サイクリング
　ロードですので
　車は通れません

法隆寺 i センター

初代奈良丸碑
法隆寺献燈一対県道

大
和
高
田･

斑
鳩
線

い
ざ
な
い
大
路

交番

法隆
寺駅

信用
金庫

銀行

イ
ツ
ボ
川

いかるがホール

春日神社 大 和 川

法隆寺
Ｉ．Ｃ

至大和高田

西名阪自
動車道

河合町

代官助宗の碑

融念寺

至名古屋

至大阪

服
部
川

三代川

ＪＲ
大和
路線

素盞鳴神社
( 牛頭神社 )

五百井･
伊弉冊命神社

斑鳩大塚古墳

仏塚古墳

松尾山

松尾寺

平群町

素佐男神社

※町内の主な名所などを中心に
　掲載しています。

西里の町並み

史跡･藤ノ木古墳
斑鳩文化財センター

健民運動場

子守神社
甲塚

女郎池
粕池 松谷池

竹藪トンネル
仙光寺

春日神社

滝谷神社
龍田の町並み

交番

龍田神社
能楽金剛流発祥の地碑

守谷上池

守谷中池

守谷下池

新池

桜池

慶花池

平太池
東町池

浄慶寺 銀行
斑鳩町役場

業平
道

業平姿見の井戸
日切地蔵

国道 25 号

中央公民館

生き生きプラザ斑鳩
保健センター
社会福祉協議会
地域包括支援センター

菅神社

中央体育館

吉田寺

法雲寺至生駒
竜　

田　

川

国
道
１
６
８
号

国
道　 

号
25

県道王寺･三郷･斑鳩線

観光会館

竜田城跡

白山神社

西公民館

三室休日応急診療所

西老人憩の家

東老人憩の家

鹿塚

神岳神社

三室山

融念寺
神南重要文化財
収納庫

三郷町

至信貴山
県道信貴山線

銀行

県立三室病院

至王寺･天王寺･大阪

王寺町

北葛城郡

岡 本

幸 前

高　安

阿 波

東 里

三 町
五丁町

並 松

五百井

小吉田

服 部

目 安

西 里

北 庄

龍 田

追 手

堂 山

稲葉車瀬

神 南

峨 瀬

興 留

三 井

白石畑

いざない大路（法隆寺駅より法隆寺iセンターへ導くルート）

いかるが
　　イラストマップ

春が来た！
斑鳩散歩に出かけよう !!

保存版
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主な連絡先
斑鳩町役場
� 0745-74-1001
上水道課
� 0745-74-1401
下水道課
� 0745-74-2406
町立図書館
� 0745-75-7733
中央公民館
� 0745-74-1511
東公民館
� 0745-74-4122
西公民館
� 0745-75-3911
中央体育館
� 0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� 0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� 0745-70-1000
保健センター
� 0745-70-0001
斑鳩町観光協会
� 0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� 0745-74-0990
衛生処理場
� 0745-74-2371
西老人憩の家
� 0745-74-1517
東老人憩の家
� 0745-74-5050
三室休日診療所
� 0745-74-4100
いかるがホール
� 0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
� 0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター

0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

●�
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4
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税（
第
１
期
分
）

　
　
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

納
期
限

4
月
30
日
㈫

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
美
術
協
会
展

　
　

斑
鳩
美
術
協
会　

事
務
局

（
☎
０
７
４
５
�
６
５
６
４�

真
弓
）

日
時　
４
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（�

初
日
は
午
後
１
時
に
開
場
、
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
２
階
研
修
室

展
示　
洋
画
、
書
、
写
真
、
彫
塑
工
芸

後
援　
斑
鳩
町
教
育
委
員
会

史
跡
藤
ノ
木
古
墳
石
室
特
別
公
開

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　

本
年
度
も
藤
ノ
木
古
墳
の
石
室
を
特
別

に
公
開
し
ま
す
。
石
室
や
石
棺
の
実
物
を

間
近
に
見
て
、
ぜ
ひ
藤
ノ
木
古
墳
の
歴
史

や
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日 

時　
５
月
４
日（
祝
・
土
）・
５
日（
祝
・

日
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場 

所　
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
（
法
隆
寺
西
２

丁
目
）

見 

学
料　
無
料（
※
見
学
者
多
数
の
場
合
、

当
日
の
午
前
８
時
30
分
よ
り
、
現
地
で

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。）

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
中
　
達
也
（
再
任
）

　
向
平　
　
羑
（
再
任
）

　
岡
田　
義
治
（
再
任
）

　
𠮷
川　
裕
子
（
再
任
）

　
𠮷
田　
尚
子
（
再
任
）

　
藤
田　
　
斉
（
新
任
）
公
募

　
松
本　
了
洋
（
再
任
）
公
募

　

議
会
の
同
意
を
得
て
、
右
記
の
み
な
さ

ん
が
４
月
１
日
付
け
で
政
治
倫
理
審
査
会

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員
に　
　
（
敬
称
略
）

　
佐　
伯　
知　
輝
（
新
任
）

　

代
表
監
査
委
員
の

巳
忠
次
氏
が
去
る
３

月
28
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
後
任
に
議
会
の
同

意
を
得
て
３
月
29
日
付
け
で
佐
伯
知
輝
氏
が

代
表
監
査
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 9日㈫、16日㈫、23日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
25日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ住民課
（☎内線163）

4日㈭、11日㈭、18日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 10日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 2日㈫（毎月第１火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

℡  0744-44-2055
℻0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

母と子の悩みごと
相 談

全日電話相談（毎週月～金曜日（休日除く）8:30～17:30)
福祉課（☎内線125）

女性のための相談
12日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3026日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 20日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

●�

催　
し�

●

※相談の日程が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

4月の相談
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

建
設
課
（
☎
内
線
２
２
７
）

募
集
住
宅
と
募
集
戸
数

●
追
手
団
地　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
１
階�

１
戸

●
長
田
団
地
Ａ
棟　
４
Ｄ
Ｋ
１
階�

１
戸

入 

居
資
格　
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

①�

町
内
に
在
住
か
在
勤
の
人
で
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
市
町
村

税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

②�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
人
、
ま
た
は
３
か
月
以
内
に

挙
式
予
定
の
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と
。
60
歳
以
上
の
人
、ま
た
は
、

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
等
は
、単
身
で
の
申
し
込
み
が
可
能
。

③�

斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
に
定
め
ら
れ
た

基
準
月
収
額
以
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と
。

申
込

申
込
用
紙
配
布

　

４
月
８
日（
月
）～
４
月
19
日（
金
）

申
込
受
付

　

４
月
22
日（
月
）～
５
月
８
日（
水
）

　

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

第
39
回
斑
鳩
洋
画
会
展
作
品
募
集

　
　

斑
鳩
洋
画
会

（
☎
０
７
４
５
�
４
０
３
２�

森
長
）

会
期　
５
月
16
日（
木
）～
21
日（
火
）

場
所　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
展
示
室
・
ホ
ワ
イ
エ
）

内
容　
油
彩
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
・
版
画

　
　
　
（
10
号
～
50
号　

※
50
号
は
縦
型
）

搬
入　
５
月
14
日（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

出
品
料　
１
，
０
０
０
円

※�

詳
し
く
は
各
公
民
館
窓
口
で
公
募
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

部
員
（
小
学
生
）
募
集

　

平
成
25
年
度
斑
鳩
町
登
録
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
部
員
（
小
学
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

（
※
〔　

〕
内
は
対
象
学
年
）

▼�

斑
鳩
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
男
子
・
女
子
）　　
　
　
　
〔
３
～
６
〕

▼
斑
鳩
少
年
野
球
部
（
軟
式
）〔
１
～
５
〕

▼
法
隆
寺
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
軟
式
野
球
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
～
５
〕

▼
斑
鳩
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

ド
リ
ー

　

ム
チ
ッ
プ
ス　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
少
女
バ
レ
ー
斑
鳩
ク
ラ
ブ　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｖ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
法
隆
寺
剣
道
ク
ラ
ブ
（
剣
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
以
和
貴
道
場（
剣
道
）　　
　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
青
少
年
空
手
道
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
空
手
道
陽
明
会
斑
鳩
支
部　
〔
１
～
６
〕

▼
中
嶋
道
場
斑
鳩
支
部　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
合
氣
道
斑
鳩
武
育
会　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ　
　
〔
１
～
６
〕

▼
少
林
寺
拳
法
ク
ラ
ブ　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼�

斑
鳩
町
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ

ブ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

▼
斑
鳩
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
１
～
６
〕

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　
４
月
29
日（
祝
・
月
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
（
予
備
日
５
月
25
日（
土
））

場
所　
南
中
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
込　
４
月
８
日（
月
）～
22
日（
月
）

第
55
回
斑
鳩
町
民
体
育
大
会

日
時　
４
月
21
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
15
分

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
詳
し
く
は
17
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

募　
集�

●

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

●�
ス
ポ
ー
ツ�

●
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町税の納期一覧　　〜納税は月末までにお忘れなく〜
問合せ　国民健康保険税…国保医療課（☎内線114）　　その他の町税…税務課（☎内線155）

◎納期限は月末です。（12月は25日となっています。）ただし、特別徴収はそれぞれの支給日に年金または給与から引き落としされます。

月
地方税の種類 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

町県民税
普通徴収 ◎ ◎ ◎ ◎

給与からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
年金からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

固定資産税・都市計画税 ◎ ◎ ◎ ◎
軽自動車税 ◎

国民健康
保険税

普通徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
年金からの特別徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

国保に入るとき

国保をやめるとき

そ　の　他

んな時には け出を
国 民 健 康 保 険

○届け出は14日以内におこないましょう○
問合せ　国保医療課（☎内線114）

国
民
年
金
保
険
料

　

20
歳
代
で
本
人
（
配
偶
者
含
む
）
の
所

得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
承
認
期
間
は
６
月
分
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
承
認
を
受
け
、
引
き
続
い
て
猶
予

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
７
月
以
降
に
新
た

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
継
続
審
査
に
該
当
し
て
い
る
人
を
除
き

ま
す
）

　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
５
）

　

学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
承
認
期
間
は
翌

年
の
３
月
分
ま
で
に
な
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

引
き
続
き
猶
予
を
希
望
す
る

場
合
は
、
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

学
生
以
外
の
人
の
免
除
は
…

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

他市町村へ転出したとき 印かん、保険証
他の健康保険に加入したとき 印かん、国保と健保の保険証
他の健康保険の被扶養者になったとき 印かん、国保と健保の保険証
生活保護を受けることになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書
死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

他市町村から転入したとき 印かん、転出証明書
他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書
他の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印かん、被扶養者でない理由の証明書
生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書
子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳

退職者医療制度に該当したとき 印かん、年金証書、保険証
退職者医療制度に該当しなくなったとき 印かん、保険証
住所、世帯主、氏名、続柄などが変わったとき 印かん、保険証、身分を証明するもの
保険証をなくしたり、よごれて使えなくなったとき 印かん、保険証、身分を証明するもの
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行
政
出
前
講
座
の
ご
案
内

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

町
で
は
、「
行
政
出
前
講
座
」
を
受
付

中
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
主

催
す
る
集
会
等
に
町
職
員
が
出
向
き
、
町

政
の
説
明
等
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

町
が
お
こ
な
っ
て
い
る
仕
事
の
中
で
住

民
の
み
な
さ
ん
が
聞
き
た
い
こ
と
、
知
り

た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
町
担
当
職
員
が
み

な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
伺
い
、
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

斑
鳩
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対 

象
者　
町
内
の
自
治
会
お
よ
び
町
内
在

住
者
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
す
。

講 

座
の
種
類　
左
の
表
の
他
、
可
能
な
範

囲
で
ご
要
望
に
お
答
え
し
ま
す
。

開 

催
時
間
・
場
所　
平
日
・
休
日
を
問
わ

ず
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の

間
で
、
２
時
間
程
度
と
し
ま
す
。
開
催

場
所
は
、
町
内
に
限
り
ま
す
。

会 

場
の
手
配
等　
住
民
主
催
と
な
り
ま
す

の
で
、
会
場
の
手
配
や
催
し
の
周
知
な

ど
は
主
催
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。

講
師
料　
無
料

申 
込
・
問
合
せ　
利
用
し
よ
う
と
す
る
日

の
14
日
前
ま
で
に
、
総
務
課
へ
利
用
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

講　　座　　名 担　当　課
防災対策および自主防災組織について 総　務　課情報公開制度の仕組みについて
斑鳩町総合計画について 企画財政課斑鳩町の財政について
税の仕組みについて 税　務　課
社会福祉について

福　祉　課児童福祉について
高齢福祉について
介護保険について
健康づくりについて 健康対策課
国民健康保険制度について

国保医療課後期高齢者医療制度について
国民年金について
環境問題について 環境対策課
消費生活相談について 住　民　課
道路整備について 建　設　課交通安全対策について
観光について 観光産業課
都市計画道路について 都市整備課ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業について
上水道について 上 水 道 課
公共下水道について 下 水 道 課

学校教育について 教育委員会
事務局総務課

斑鳩町の文化財について 教育委員会
事　務　局
生涯学習課

人権問題について
青少年の健全育成について

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
は
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
が
国
民
健
康
保
険

で
医
療
を
受
け
る
と
き
の
窓
口
負
担
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
２
割
負
担

に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
度
に
引
き
続
き
平
成
25
年

度
も
、
１
割
負
担
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、対
象
と
な
る
人
に
は
、

平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に
新
た
な
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
既
に
３
割
の
負
担
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受

け
た
人
は
除
き
ま
す
。

町
税
等
の
収
納
業
務
を

　
　
　
　
　
　
委
託
し
ま
す

　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
５
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
ペ
イ

ジ
ー
収
納
（
水
道
料
金
を
除
く
）
を
お
こ

な
う
に
あ
た
り
、
平
成
25
年
度
の
町
税
等

の
収
納
業
務
を
左
記
の
業
者
に
委
託
し
ま

す
。

委 

託
先　
（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
）　

地
銀
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

�（
ペ
イ
ジ
ー
収
納
）　

南
都
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）
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あ
と
を
絶
た
な
い

　
　
振
り
込
め
詐
欺
等

　

平
成
25
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
県
下

で
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
う
ま
い
儲

け
話
に
よ
る
詐
欺
」
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
ま
す
。息
子
を
騙
っ
た
犯
人
に
、

「
不
倫
し
て
い
た
女
性
を
妊
娠
さ
せ
、

示
談
金
が
要
る
」
と
言
わ
れ
２
０
０
万

円
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
被
害
や
、

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
解
約
金
を
振
り
込

ん
で
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
56
万
円
の
振

り
込
み
に
応
じ
て
し
ま
っ
た
被
害
、
架

空
の
金
融
商
品
を
売
り
つ
け
ら
れ

１
３
０
０
万
円
を
渡
し
て
し
ま
う
被
害

な
ど
、
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

相
手
は
想
像
以
上
に
巧
妙
で
す
。「
私

は
大
丈
夫
だ
か
ら
関
係
な
い
」
と
い
う

考
え
方
は
持
た
ず
に
、
家
族
や
近
所
の

人
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
冷
静

に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

交通事故のないやすらぎの大和路づくり
〜大和の交通マナーを高めよう〜
春の交通安全県民運動
４/6㈯〜４/1５㈪
•�４/10は「交通事故死ゼロ
をめざす日」
•�子どもと高齢者の交通事故
防止に努めましょう。
•�車に乗ったら必ず全座席で
シートベルトとチャイルド
シートをつけましょう。

引
越
し
の
時
は
水
道
の
手
続
き
を

上
水
道
課
（
☎
０
７
４
５
�
１
４
０
１
）

　

転
入
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
は
じ
め
る

時
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
水
道
の
使
用
を

中
止
す
る
時
、
使
用
者
・
所
有
者
が
変
わ

る
時
な
ど
は
、
必
ず
２
～
３
日
前
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

使
用
中
の
水
道
の
中
止
手
続
き
が
な
い

場
合
、
使
用
し
な
く
て
も
水
道
料
金
（
基

本
料
金
）
が
か
か
り
請
求
さ
れ
ま
す
。
さ

か
の
ぼ
っ
て
の
中
止
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

上
水
道
課
か
ら
各
戸
に
料
金
を
請
求
し

て
い
な
い
集
合
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る

人
は
、管
理
会
社
等
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊�

町
内
で
転
居
す
る
場
合
も
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

も
水
栓
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
も

う
一
度
口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で

　

次
の
金
融
機
関
ま
た
は
上
水
道
課
の
窓

口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

　
�

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
三
井
住
友
銀

行
・
り
そ
な
銀
行
・
近
畿
大
阪
銀
行
・

南
都
銀
行
・
奈
良
信
用
金
庫
・
大
和
信

用
金
庫
・
奈
良
中
央
信
用
金
庫
・
近
畿

労
働
金
庫
・
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

5

17

日　時　５月17日（金）午後６時30分～８時
　　　　（開場：午後６時～）
場　所　いかるがホール　大ホール
入場料　無料
出　演　海原はるか・かなた /ギャロップ
　　　　横山ホットブラザーズ /ティーアップ
申 込方法　４月30日（火）までに、郵便往復はがきに、
郵便番号・住所・名前・電話番号を記入して、い
かるがホールまで申し込んでください。（申し込
みは必ず入場希望者１人につき１枚の往復はがき
でお願いします。）

※ 返信用表面にも必ず、郵便番号、住所、宛名を忘
れずに記入してください。
※�応募多数の場合は抽選のうえ、５月７日ごろまで
に入場整理券（抽選当落のお知らせ）を郵送します。
※１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。

NHKラジオ「上方演芸会」公開収録
おなじみの出演者の話術をお楽しみください。

申込先
〒636‒0123　斑鳩町興留10‒6‒43
　いかるがホール「上方演芸会」係
主催　斑鳩町・ＮＨＫ奈良放送局

※�このイベントは、斑鳩町とＮＨＫ奈良放送局
の共催番組です。「上方演芸会」はＮＨＫ受
信料で作られています。ＮＨＫ受信料へのご
理解・ご協力をお願いします。

問合せ　いかるがホール（☎0745‒75‒7743／火曜日休館）
　　　　ＮＨＫ奈良放送局（☎0742‒26‒3411／土、日曜日、祝日休業）

ティーアップ

ギャロップ海原はるか・かなた

横山ホットブラザース
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自
治
会
に
対
す
る
補
助
制
度

を
拡
充
し
ま
す

〜
斑
鳩
町
は
、

自
治
会
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
〜

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
１
・
２
７
４
）

　

自
治
会
で
は
、
地
域
の
防
犯
活
動
や
防

災
活
動
、
清
掃
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
防
犯
灯

の
管
理
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
町
で
は
こ
の
よ
う
な
自
治
会
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
は

防
犯
灯
の
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
を
拡

充
し
、
節
電
効
果
と
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
効
果

が
期
待
で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
切
替

え
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
活
動
を
お
こ
な
う
た
め

に
は
交
流
す
る
場
所
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
地
域
集
会
所
施
設
整
備
費
等
補
助
金

制
度
を
拡
充
し
、
集
会
所
を
保
有
さ
れ
て

い
な
い
自
治
会
が
自
治
会
活
動
を
お
こ
な

う
た
め
に
公
民
館
や
建
物
を
借
り
る
場
合

に
つ
い
て
も
、
賃
借
料
の
一
部
を
支
援
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
く
に

は
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
自
治

会
活
動
が
大
切
で
あ
り
、
斑
鳩
町
で
は
こ

の
よ
う
な
自
治
会
活
動
へ
の
支
援
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

　

補
助
制
度
の
詳
細
な
ど
、
不
明
な
点
は

総
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
室
病
院
公
開
講
座

　
　

県
立
三
室
病
院　

地
域
医
療
連
携
室

　
（
☎
０
７
４
５
㉜
０
５
０
５
）

　

地
域
の
住
民
を
対
象
に
健
康
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
般
に
関
心
の

深
い
身
近
な
テ
ー
マ
を
選
ん
で
健
康
づ
く

り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
11
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
リ
ー
ベ
ル
王
寺　

東
館
５
階

　
（
北
葛
城
郡
王
寺
町
久
度
２
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２―

１―

５
０
１
）

内
容　
「
救
急
医
療
と
最
新
医
療
」

　

●
こ
ん
な
症
状
に
気
を
つ
け
て
～

　

脳
卒
中
／
心
筋
梗
塞
／
熱
性
け
い
れ
ん

　

●
体
に
や
さ
し
い
最
新
の
治
療

　

�

小
さ
い
傷
で
や
さ
し
い
手
術
／
切
ら
ず

に
治
す
が
ん
治
療
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）
／
こ
ん

な
に
進
ん
だ
不
整
脈
治
療
／
最
新
の
心

臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

参
加
方
法　
事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料

　

�

参
加
希
望
の
人
は
、

当
日
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　
　
　

奈
良
市
西
木
辻
町
93―

６

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
２
㉓
５
７
３
０
）

　
　
　
　
（
fax
０
７
４
２
㉓
５
７
５
７
）

２
日
間
集
中
面
接
対
策
＋
個
別
フ
ォ
ロ
ー

〜
ビ
デ
オ
で
自
分
の
面
接
を
チ
ェ
ッ
ク
〜

　

実
践
的
な
グ
ル
ー
プ
面
接
を
お
こ
な

い
、
ビ
デ
オ
で
自
分
の
面
接
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
個
別
フ
ォ
ロ
ー

（
応
募
書
類
・
面
接
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）
も

セ
ッ
ト
で
、
あ
な
た
の
就
職
決
定
を
“
な

ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
”
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

対 

象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
、
お
お
む

ね
35
歳
未
満
の
求
職
者
（
早
期
の
就
職

希
望
・
面
接
突
破
に
強
い
意
欲
の
あ
る

人
。
２
日
間
受
講
可
能
の
人
）
※
２
日

間
と
も
ス
ー
ツ
着
用（
面
接
時
の
服
装
）

日
時

　

面
接
基
礎
編
…
４
月
16
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

　

面
接
実
践
編
…
４
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申 

込　
４
月
15
日（
月
）ま
で
に
、
電
話
か

ｆ
ａ
ｘ
で
、
セ
ミ
ナ
ー
名
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
居
住
地
の
市
町
村
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
現
在
の
就
職

活
動
状
況
、
希
望
業
種
、
希
望
職
種
を

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

集
団
面
接
・

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

集
団
面
接
の
基
本
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
練
習
な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学

ぶ
、
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

対 

象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や
、
お
お
む

ね
35
歳
未
満
の
求
職
者
（
40
代
前
半
ま

で
の
不
安
定
就
労
者
を
含
む
）

日 

時　
４
月
24
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

定
員　
10
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申 

込　
セ
ミ
ナ
ー
前
日
ま
で
に
、
電
話
か

ｆ
ａ
ｘ
で
、
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開
催
日
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
居
住
地
の
市
町
村

名
、電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を

申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
か
ら
の
お
知
ら
せ

就
職
の
た
め
の
面
接
対
策
各
講
座
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環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
４
）

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
人
、
ま

た
は
設
置
さ
れ

た
住
宅
を
購
入

し
た
人
に
、
予

算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　

①�

斑
鳩
町
に
住
所
が
あ
り
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
、
町
内
の
自

ら
が
住
む
住
宅
に
設
置
し
た
人
ま
た

は
、
町
内
で
自
ら
が
住
む
た
め
に
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
人
。（
共

同
住
宅
は
対
象
外
で
す
。）

　

②�

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
国
の
補

助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
人

　

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

補
助
金
額　
１
件
あ
た
り
５
万
円

　
　
（
同
一
住
宅
に
つ
き
１
回
限
り
）

募
集
件
数　
１
０
０
件
（
先
着
順
）

受
付
期
間　
平
成
25
年
６
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
　

～
平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

　
（
年
末
年
始
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※�

期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
予
算
の
状
況
等

に
よ
り
受
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

受
付
場
所　
役
場
環
境
対
策
課
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
送
不
可
）

申 

請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※�

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
環
境
対

策
課
窓
口
で
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
書
類

　

•�
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
場
所
の
現
況
を
示
す
カ
ラ
ー
写
真

　

•�
国
補
助
金
の
補
助
金
交
付
決
定
通
知

書

　

�（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
他
の
書
類

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

※�

詳
し
く
は
環
境
対
策
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
４
）

　

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
を
推
進
す
る

た
め
、
現
在
、
町
で
は
、
生
ご
み
の
分
別

収
集
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
家
庭
で
の
生
ご
み
の
自
家
処
理
は
、

環
境
面
、
ご
み
処
理
費
用
の
面
か
ら
考
え

て
も
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
従
来
よ
り
、
生
ご
み

処
理
機
等
を
購
入
さ
れ
た
人
に
奨
励
金
を

交
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
自
家

処
理
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
４

月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
処
理
機
等
を
対

象
に
、
奨
励
金
額
の
増
額
等
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
生
ご
み
処
理
機
を
購
入

さ
れ
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
た
人
に

対
す
る
再
交
付
期
間
に
つ
い
て
も
、
10
年

か
ら
５
年
に
短
縮
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※�

奨
励
金
の
交
付
に
は
、
指
定
の
申
請
書

と
購
入
証
明
が
必
要
で
す
。
購
入
前
に

事
前
に
環
境
対
策
課（
☎
内
線
１
３
４
）

ま
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
制
度
を
開
始
し
ま
す

生
ご
み
処
理
機
等

購
入
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

～
奨
励
金
額
を
増
額
し
、
再
交
付

ま
で
の
期
間
を
短
縮
し
ま
す
～

ダンボール型コンポスト
で手軽にごみ減量！

種　　　類 奨励金の
対象数 奨励金の額

生 ご み 処 理 機
（電気式･手動式）

生ごみを微生物により分解または電気
により水分を蒸発させて、たい肥にか
える電化製品。値段は２～９万円ぐら
い。

１世帯
１台のみ

購入金額（消費税抜き）
の2/3　限度額（１台
当り）…４万円

生ごみ処理容器
電気を使用せず、生ごみを発酵や分解
などの方法によりたい肥にするコンポ
スト。（ダンボール型コンポストを含
みます。）値段は３～８千円ぐらい。

１世帯
２台まで

購入金額（消費税抜き）
の2/3　限度額（１台
当り）…６千円

Ｅ Ｍ ボ カ シ
処 理 容 器

生ごみの上にＥＭボカシをふりかけ、
容器内で発酵させて、たい肥にします。
値段は２～４千円ぐらい。

１世帯
２台まで

購入金額（消費税抜き）
の2/3　限度額（１台
当り）…４千円

　

風
致
地
区
等
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
が
規
制
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　ダンボール型コンポス
トは、たい肥化をダンボ
ールの中でおこなうた
め、屋内でも使用でき、
手軽です。
　町では、ダンボール型
コンポストの講習会の開
催を予定しています。開
催日は、広報でお知らせ
しますので、ぜひ参加し
てください。
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　平成25年4月からの指定ごみ
袋交付協力店をお知らせします。
　指定ごみ袋は、10枚入１袋
単位で交付しております。

（交付協力店及び各公共施設）

可燃ごみの指定袋（3種類）
　〈交付手数料〉

大（45Ｌ相当）　450円
中（30Ｌ相当）　300円
小（20Ｌ相当）　200円

不燃ごみの指定袋（2種類） 枝葉・草類の指定袋（1種類）
　〈交付手数料〉

大（45Ｌ相当）　650円
中（30Ｌ相当）　400円

　〈交付手数料〉

（45Ｌ相当）　200円

※�町の資源物指定袋（ビン・缶類、ペットボトル、
その他プラスチック類用）は、平日（午前８時30
分～午後５時30分）は、役場の環
境対策課で、土・日、祝日および
平日の時間外は、役場東側入口す
ぐの宿直室にて配布しています。

問合せ　環境対策課（☎内線133）

ごみ減量
みんなの思いが
地球をかえる

町の指定ごみ袋（可燃、不燃、枝葉・草類）交付協力店 （順不同）

町の指定ごみ袋（可燃、不燃、枝葉・草類）交付場所のお知らせ

店　　　名 住　　所 電話番号
小 野 製 菓 龍田北1−3−11 75−6785
プリントセル・ユタカ 龍田1−1−15 75−0248
西 川 乾 物 店 龍田1−1−24 75−2345
多 賀 米 穀 ･ 酒 店 龍田1−6−4 75−2172
セブン‐イレブン斑鳩町龍田店 龍田1−399 74−1219
笠 岡 煙 草 店 龍田2−3−7 75−2708
㈱谷村米酒店竜田本店 龍田2−3−7 75−2308
小 松 酒 店 龍田3−4−10 74−3008
安 本 石 鹸 店 龍田3−4−13 75−2418
森 口 建 材 店 龍田4−1−1 75−2209
串 揚 店　 稲 葉 龍田南1−2−18 75−0606
斑 鳩 町 商 工 会 龍田南1−3−49 74−2500
北 原 白 水 堂 龍田南6−2−26 75−2201
シ ョ ッ プ ゐ ど 龍田西6−3−26 75−2809
イ オ ン い か る が 店 龍田西8−1−15 70−1100
奈 良 ギ フ ト 龍田西8−5−4 75−2071
ローソン斑鳩龍田西店 龍田西8−6−13 75−6188
虹 の 家 神南2−5−8 75−0008
大 和 バ ニ ー 神南5−2−6 74−1714
ら そ ら 神南5−14−13 70−1577
㈱谷村米酒店稲葉店 稲葉西1−3−5 75−3308
太 子 の 里 稲葉車瀬2−7−35 75−0603
北 村 印 刷 小吉田2−3−22 75−6884
伊勢津ドライ法隆寺営業所 服部1−4−22 75−5538
松田クリーニング店 服部1−12−14 75−2332
マ ル イ 堂 服部1−12−17 74−3639
松 本 電 気 商 会 服部2−20−10−101 74−1977
セブン‐イレブン斑鳩町法隆寺東店 法隆寺東2−3−28 75−7715
菓 子 徳 法隆寺1−1−5 74−3515
小 間 伊 商 店 法隆寺1−3−5 75−2167
八 百 市 商 店 法隆寺2−3−1 75−2218
めぐみの郷いかるが店 法隆寺2−6−25 43−6882
東 浦 呉 服 店 法隆寺南1−3−7 75−5291
つ ち や 化 粧 品 店 法隆寺南1−4−13 75−2131
㈱ 八 百 丑 法隆寺南1−6−24 75−6767
八 百 吉 法隆寺南1−6−27 75−2128
カ ギ の カ ネ シ ゲ 法隆寺南3−3−6 74−3083
斑 鳩 タ イ ヤ 商 会 幸前1−3−41 75−5674

店　　　名 住　　所 電話番号
木 田 商 店 幸前2−6−19 74−3508
魚 元 高安1−2−18 75−2049
セブン‐イレブン法隆寺インター店 目安北3−3−10 75−7787
㈱ファーマシー木のうた 興留2−75 75−8970
中 野 米 酒 店 興留3−3−36 75−2732
㈱ 万 代 興留4−3−13 74−6697
サンクス斑鳩興留店 興留5−1−26 74−1721
松 楽 園 興留5−3−13 75−2579
西 本 牛 乳 社 興留5−14−9 75−2866
㈱谷村米酒店法隆寺駅前店 興留5−15−27 75−2575
プラモデルラジコンショップヤマト 興留6−17−1 74−0630
丸 幸 興留6−17−40 75−5691
多 賀 米 酒 店 興留7−2−7 75−2564
ま ね き 屋 法 隆 寺 店 興留7−2−15 75−0888
オ ク ダ 時 計 店 興留7−3−11 75−2585
フ ジ 薬 局 興留7−7−3 74−4508
嶋 田 た ば こ 店 興留9−2−11 75−5030

施　設　名 住　　所 電話番号
役　　　場（環境対策課）法隆寺西3−7−12 74−1001
中　 央　 公　 民　 館 龍田南2−2−43 74−1511
東　　公　　民　　館 興留5−5−28 74−4122
西　　公　　民　　館 龍田西4−2−25 75−3911
ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1−13−15 74−0990
い か る が ホ ー ル 興留10−6−43 75−7743
中　 央　 体　 育　 館 龍田南1−1−61 75−3100
衛　 生　 処　 理　 場 幸前2−8−9 74−2371
三井浄水場（上水道課）三井1335 74−1401
生き生きプラザ斑鳩 小吉田1−12−35 70−1000

町指定ごみ袋（可燃、不燃、枝葉・草類）交付公共施設

環境標語　優秀作品（小学生の部）



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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■�個別検診委託医療機関
事業名 （個別検診）委託医療機関

前 立 腺 が ん
検 診

石崎整形外科・内科、植田医院、おおさか耳鼻咽喉科、勝井整形外科、川本医院、坂本医院、
西和往診クリニック、藤岡内科医院、前田クリニック、まつきクリニック、吉岡医院

乳 が ん 検 診 県立三室病院、奈良社会保険病院、服部記念病院、平成記念病院、ヤマト健診クリニック
子 宮 頸 が ん
検 診

新谷レディースクリニック、なんのレディースクリニック、吉岡医院
※町外委託医療機関でも受診することができます。

■�健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

受診方法は、集団検診と個別検診の方法があります。
保健事業予定表に、年間のがん検診日程を掲載しています。

■�がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）
事業名 月　日 受付時間 対象者 注　意　事　項

子宮頸がん検診

4月26日㈮

12：45～
　13：30
申込先着
30名

20歳以上の女性
（平成24年度に町の
検診を受診されて
いない人）

○ 検査当日に生理中の人は受診で
きません。

子宮頸がん・乳がん
セット検診

（マンモグラフィ・
視触診併用）

14：00～
　14：45
申込先着
60名

40歳以上の女性
（平成24年度に町の
検診を受診されて
いない人）

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人
•生理中の人

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・
視触診併用）

4月26日㈮
12：45～
　13：30
申込先着
40名

40歳以上の女性
（平成24年度に町の
検診を受診されて
いない人）

○検診を受けられない人
•ペースメーカーを入れている人
•乳房形成術を受けた人
•授乳中の人5月14日㈫

8：30～
　10：40
申込先着
90名

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 5月1日㈬ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購
入してください。（容器代300円）

胃 が ん 検 診

5月23日㈭
5月24日㈮

8：30～
　10：00
申込先着
各20名

35歳以上 ○ 検査前日の夕食は、午後9時ま
でにすませてください。
○検査当日の朝は、絶飲食です。
　（ 水・煙草・薬も飲まないでくだ
さい）胃がん・肺がん

セット検診

8：30～
　10：00
申込先着
各70名 40歳以上

肺 が ん 検 診
10：30～
　11：00
申込先着
各20名

○ 喀たん容器は保健センターで当
日購入してください。
　（容器代270円）

☆申込み時に、必ず前回受診日をお知らせください。【子宮頸がん・乳がん検診は2年に１回です。】
☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し
ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax で申し込んでください。（fax0745−74−0903）
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前に申し込んでください。

事業名 月　日 時　間 定員 内　　　　　容
こころの健康相談
（精神保健福祉士による）４月22日㈪ 13：00～15：00 ２人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談
栄養相談　　　　　
　（栄養士による）

４月15日㈪・30日㈫
５月10日㈮・13日㈪ 10：00～16：30 各３人 高血圧・高血糖・高コレステロールなど

の状態に応じた栄養相談

☆乳がん検診と子宮頸がん検診の個別検診は、健康手帳の他に受診票が必要です。
☆健康手帳・受診票は保健センターで発行しています。

平成25年度のがん検診（集団検診）申込の受付がはじまりました！
定期的にがん検診を受けることが大切です！積極的に検診を受けましょう！！



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター
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☆詳しくは保健センターまで問い合わせてください。

人間ドック健診・脳ドック健診の申込みがはじまります
申込方法　�郵便はがきに必要事項を記入（記入

方法は下記を参照）のうえ、郵便で
申込むか、または窓口の指定用紙（国
保医療課・保健センターで配布）で
申込みください。

　　　　　※１人につき１枚限り

対象要件　•平成25年度において40歳～74歳の人
　　　　　•�申込日において斑鳩町国民健康保険に加

入して１年以上継続している人
　　　　　•特定健康診査を受診していない人
　　　　　•町税を完納している人
助成費用　�健診費用の２分の１。ただし、２万円を限

度とする。
問合せ　国保医療課　☎0745－74－1001（内線114）

申込期間　�平成25年４月４日（木）～４月18日
（木）まで。はがきの場合は平成25年
４月17日（水）必着。

抽選日時　�平成25年４月25日（木）午後２時から
※応募多数の場合は抽選（公開抽選）。
※抽選は第三者がおこないます。
抽選結果　全員に封書でお知らせします。
抽選場所　斑鳩町役場地下大会議室

人間ドック健診（定員120名）

対象要件　•�１年以上町在住の40歳以上（昭和49年４
月１日以前に生まれた人）

　　　　　•�脳血管疾患等で現在治療を受けていない
人

　　　　　•�勤務先等で同様の健診を受けることがで
きない人

　　　　　•町税を完納している人
助成費用　�健診費用の２分の１。ただし、１万５千円

を限度とする。
問合せ　保健センター　☎�0745－70－0001（直通）
※�申込みを受理した時点で、対象要件を確認すること
について同意したこととみなします。

脳ドック健診（定員150名）

事業名 実施日 受付時間 対象者 内容等

3 歳 児 健 診
（内科・歯科） 4月17日㈬ 12：45～

　13：30 Ｈ21年8月生
〇内科・歯科診察、身体計測、フッ素塗布等
持物： 母子健康手帳、問診票、朝一番の尿、

コップ、歯ブラシ
対象者には個人通知します。

1歳6か月児健診
（内科・歯科）

4月18日㈭ 12：45～
　13：30

Ｈ23年8月生 〇内科・歯科診察、身体計測等
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します。5月15日㈬ Ｈ23年9月生

子 育 て 教 室 4月22日㈪ 9：45～
　10：00

就園までの児と
その保護者

○テーマ：絵本を楽しもう！
内容：手遊び、ペープサートなど
※先着30組　　申込：4月5日（金）から

わんぱく広場

4月23日㈫

9：45～
　10：00 Ｈ24年4・5月生

○ 発達と育児のポイントについての話（言
葉の発達、しつけ、卒乳等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

13：15～
　13：30 Ｈ24年10・11月生

○ 発達と育児のポイントについての話（赤
ちゃん体操、子供の感染症等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

4月24日㈬ 9：45～
　10：00 Ｈ24年8・9月生

○ 発達と育児のポイントについての話（歯
みがき、事故防止等）
持物：母子健康手帳、筆記用具
申込：前日まで

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 4月25日㈭ 9：30～

　11：00
就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
申込：前日まで

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 5月8日㈬ 13：30～

　15：00
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：前日まで
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［おもて］ ［うら］

①希望健診名
（両方希望の人
　は、両方記載）
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤生年月日
⑥電話番号
（連絡のつく所）



４月号
平成25年４月１日発行

（通巻571号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₅₀₉人
　　（前月比　−15）
　　男₁₃ , ₅₄₄人
　　女₁₄ , ₉₆₅人

　 　₁₁ , ₁₅₂世帯
　　（前月比　−₅）
（平成25年₂月28日現在）
問い合わせ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7−12
☎　0745�1001
�　0745�1011
※かけ間違いに注意！

いかるがKAIGI の国際交流
事業でロシアからの留学生の
お話を聞きました。彼女の出
身は極寒の村で、冬の気温は
−50℃が当たり前で、お月
様のようにオーロラをよく見
ていたとか。異文化にふれる
のは、大人でも驚かされるこ
とが多くて楽しいですね。

広報

ホームページ
http://www.town.
�������ikaruga.nara.jp/
Eメール��info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745-74-1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

��2013.4.  広報 

た

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　今年の斑鳩市で出店された
　　　店舗の数は？
　　　　　〈４月12日必着〉
応 募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号を書いて、「〒636–0198�斑鳩町役場・
広報クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選
で２人に図書カードをプレゼントします。プレ
ゼントの当選は、発送をもってかえさせていた
だきます。
　　　３月号のクイズの答　桜花昇ぼる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数17）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。
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助成方法：償還払い
必要書類：ワクチン接種を証明する領収書、印かん、助成費用の振込先がわかるもの
※医療機関で接種後、３か月以内に保健センターへ交付申請及び請求の手続きをしてください。

接 種 日 H25年３月31日まで
対 象 接種日において70歳以上
助 成 金 額 3,000円

助 成 回 数 生涯に１回限り

H25年４月１日から
接種日において65歳以上
接種費用の２分の１で、上限4,000円
２回目以降も助成対象とします。
※�免疫効果は５年以上持続すると言われていますが、再接種
にあたっては主治医とよく相談してください。

　お酒は「百薬の長」とも言われ、適量であれば
リラックス効果がありますが、飲みすぎれば、肝
臓病、糖尿病、肥満、高血圧、脳出血などの健康
障害を引き起こす原因となってしまいます。
　また、お酒だけ飲むと胃や肝臓に負担をかけま
す。脂っこい料理はさけ、野菜や煮物、海藻サラ
ダなど、ビタミンやミネラル、食物繊維が豊富な
おつまみをとるようにしましょう。

適度な飲酒量の目安
（純アルコール量に換算すると20ｇ）

※�通常のアルコール代謝機能をもった日本人
の適量は、１日平均純アルコール量20ｇ
程度と言われています。

お
酒
の
種
類

ビール
中瓶
500㎖

日本酒
1合弱
160㎖

ウイス
キー・
ブラン
デー
ダブル
60㎖

焼酎
(35度）
1/2
合弱
70㎖

ワイン
グラス
2杯
200㎖

平成25年度から高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の助成制度が変わりました！

➡

健 康 豆 知 識 ～お酒は適量にしましょう！～


